
　
「
み
ど
り
の
文
化
賞
」
の
表
彰

式
は
５
月
14
日
、
東
京
都
で
開
催

さ
れ
た
第
26
回
森
と
花
の
祭
典
み

ど
り
の
感
謝
祭
式
典
（
農
林
水
産

省
、
国
土
緑
化
推
進
機
構
な
ど
主

催
）
の
席
上
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

全
国
か
ら
約
５
０
０
人
が
来
場
。

感
謝
祭
の
名
誉
総
裁
を
務
め
る
眞

子
内
親
王
殿
下
が
お
言
葉
を
述
べ

ら
れ
、
鈴
木
重
男
町
長
が
同
機
構

の
佐
々
木
毅
理
事
長
か
ら
表
彰
状

を
受
け
取
り
ま
し
た
。

　

同
賞
は
、
緑
や
水
、
森
林
に
関

す
る
科
学
技
術
、
文
化
活
動
な
ど

に
功
績
の
あ
っ
た
個
人
ま
た
は
団

体
を
表
彰
す
る
も
の
で
、
今
年
は

本
町
の
ほ
か
作
家
の
Ｃ
・
Ｗ
・
ニ
コ

〔３〕平成28年６月１日・広報くずまき

1「みどりの文化賞」受賞記念標柱を中心に記念撮影する鈴木町長と来賓の皆さん
2親子で作業する葛巻保育園の子どもたち　3両手で丁寧に植樹する小屋瀬小の児童
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第
17
回 

葛
巻
町
植
樹
祭  

　
「
み
ど
り
の
文
化
賞
」
受
賞
記
念
・
第
17
回
町
植
樹
祭
（
町
産
業

振
興
協
議
会
主
催
）
は
５
月
21
日
、
森
の
こ
だ
ま
館
な
ど
で
行
わ

れ
、
町
内
の
保
育
園
児
や
小
学
生
、
林
業
関
係
者
な
ど
約
３
５
０

人
が
参
加
し
、
森
林
を
守
り
育
て
る
意
識
を
高
め
ま
し
た
。

１

　髙木毅復興大臣が５月16日、本町のク
リーンエネルギーや６次産業化の取り組み
を視察するため来町しました。
　くずまき高原牧場の畜ふんバイオマスプ
ラントやミルクハウスのほか、くずまきワ
インを視察、鈴木重男町長が案内しました。
　髙木大臣は「過疎や高齢化、人口減少な
どは全国の地域が抱えている課題。葛巻町
は地域資源を有効活用しながら課題解決に
前向きに取り組み、活気あるまちづくりが
進められている」と当町の取り組みを高く
評価しました。
　髙木大臣は本町のほか、東日本大震災の
津波で被災した久慈、野田、洋野、八戸の
４市町村を視察しました。

髙木毅復興大臣を案内する鈴木重男町長
（くずまき高原牧場畜ふんバイオガスプラント）

くずまきワインでは、山ぶどうワイン生産の取り
組みを視察しました

み
ど
り
の
文
化
賞
を
受
賞

ま
ち
の
誇
り 

ま
た
ひ
と
つ

ル
さ
ん
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　

本
町
で
は
、
木
材
資
源
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
利
用
や
山
ぶ
ど
う
を
原
料

と
し
た
ワ
イ
ン
づ
く
り
な
ど
、
森

林
に
賦
存
す
る
資
源
を
さ
ま
ざ
ま

な
手
法
で
有
効
活
用
し
、
自
然
循

環
型
社
会
の
構
築
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
さ
ら
に
、 

定
住
対
策
や

葛
巻
高
校
山
村
留
学
制
度
の
創
設
、

新
葛
巻
型
酪
農
構
想
の
推
進
な
ど

町
独
自
の
施
策
を
展
開
し
「
山
村

の
モ
デ
ル
」
を
目
指
す
数
々
の
取

り
組
み
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

鈴
木
重
男
町
長
は
「
町
の
歴
史

の
１
ペ
ー
ジ
を
飾
る
に
ふ
さ
わ
し

い
賞
で
、
町
の
将
来
の
誇
り
や
希

望
に
な
る
。
森
林
や
山
は
、
そ
の

　

地
域
資
源
と
そ
の
機
能
を
最
大
限
に
活
用
し
た
地
方
創
生
の
取

り
組
み
が
評
価
さ
れ
、
本
町
が
、
国
土
緑
化
推
進
機
構
（
東
京
都

千
代
田
区
）
が
選
ぶ
「
み
ど
り
の
文
化
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

同
賞
は
今
年
26
回
目
で
、
県
内
か
ら
は
初
、
自
治
体
と
し
て
は
全

国
で
２
番
目
の
受
賞
と
な
り
ま
す
。

　

開
会
式
で
鈴
木
重
男
町
長
は

「
今
年
も
多
く
の
方
々
に
参
加
い

た
だ
き
感
謝
し
ま
す
。
今
日
一
日
、

森
林
と
親
し
み
な
が
ら
、
森
林
の

大
切
さ
を
再
認
識
す
る
植
樹
祭
に

し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
あ
い
さ

つ
。

　

盛
岡
広
域
振
興
局
の
高
橋
達
也

副
局
長
、
鈴
木
俊
一
衆
議
院
議
員
、

平
野
達
男
参
議
院
議
員
の
祝
辞
の

後
、「
み
ど
り
の
文
化
賞
」
受
賞

を
記
念
し
、
鈴
木
町
長
と
来
賓
の

皆
さ
ん
が
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
を
植
樹
し
、

標
柱
を
建
立
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
県
企
業
局
な
ど
が

提
供
し
た
ヤ
マ
ツ
ツ
ジ
３
０
０
本

と
イ
ロ
ハ
モ
ミ
ジ
50
本
を
、
森
の

こ
だ
ま
館
周
辺
の
町
有
林
な
ど
に

植
樹
。
強
い
日
差
し
が
照
り
つ
け

る
中
、
硬
い
土
に
苦
戦
し
な
が
ら

も
、
ス
コ
ッ
プ
や
ト
ウ
ガ
を
使
っ

て
土
を
掘
り
、
苗
木
に
土
や
葉
を

し
っ
か
り
か
ぶ
せ
ま
し
た
。

　

葛
巻
保
育
園
は
、
親
子
一
緒
に

元
気
い
っ
ぱ
い
に
作
業
。
シ
ャ
ベ

ル
を
使
っ
て
土
を
掘
り
、「
大
き

く
な
あ
れ
」
と
心
を
込
め
て
土
を

か
ぶ
せ
て
い
ま
し
た
。

　

植
樹
後
、
グ
リ
ー
ン
テ
ー
ジ
で

行
わ
れ
た
参
加
者
交
流
会
で
は
、

「
み
ど
り
の
文
化
賞
」
表
彰
式
の

模
様
を
映
像
で
紹
介
。
参
加
者
全

員
で
受
賞
の
栄
誉
を
喜
び
合
い
、

よ
り
一
層
の
町
の
林
業
振
興
へ
決

意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

地域資源を活かした
活気あるまちづくり高く評価

地
域
の
文
化
を
表
す
象
徴
で
あ
り
、

森も

林り

づ
く
り
、
山
づ
く
り
の
取
り

組
み
は
永
続
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
力
を
込
め
ま
し
た
。

国土緑化推進機構の佐々木理事長から表彰状を受け取る
鈴木町長（中央は感謝祭の総裁を務める眞子内親王殿下）

み
ど
り
の
文
化
賞
賞
牌

     「
み
ど
り
の
文
化
賞
」
受
賞
記
念

２３

みどりの文化賞を受賞した
鈴木重男町長とC.W.ニコルさん

県
内
初
、
自
治
体
と
し
て
全
国
２
番
目

髙木 毅 復興大臣 

本町を視察


